
移住定住促進に努める
ことが最大のテーマ

本市は人口の増加と共に発展してきた街！人口減少
・少子化の進行に歯止めをかけ

とりわけ

地域政党さがみはら

です！

地域政党さがみはら 緑区支部長 

　40年後の人口は約20万人減少し、高齢化率が42％近くに
なると発表されている相模原。右肩上がりに成長し、若い人達
が多かった時代であれば、安定感あるベテラン議員に任せる
のも良よかった…。

　バス路線の廃止や減便などで、緑区
の一部の地域では、交通が不便な地
域と言える状況になりつつあります。
　公共交通に求められる「定時性」「経
済性」の確保に向けて地域住民の声
を訴えていきます！

『自動運転バス』や『電動自走式ロープウェイ』など

タクシー利用のネックは費用負担、市費投入など対策
を講じタクシーを市民の足として利用できないか検討
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若い活力×経験の継承

議員の70歳定年制の導入
を目指します。

バス路線の廃止などで進む…
『交通が不便な地域』は大きな課題！
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20万人
減少 付近まで上昇

［相模原市の人口減少・少子化の予測］

42％ 8%
まで低迷

●リニア駅周辺のまちづくり

●相模総合補給廠一部返還地のまちづくり

●次世代交通システムの導入

●低額タクシーや乗り放題導入

『駅前の魅力を高める』ことが大切！！！

14 歳以下の年少人口が『転出超過』
（出ていく若い世代が多い状態…）

魅力ある未来の街
をつりましょう！

池田タカオ池田タカオ池田タカオ池田タカオ
ガッツです！

政策パンフレット

リミット70

『街の魅力』が最重要！
若い世代に選ばれるには

問題の把握を進め
早期の対策！！

柔軟な発想で
「安心」できる仕組み
づくりが必要です！

ガッツ

ガッツ
ガッツ

しかし、『時代の変化』と『政治の無策』により…

世代交代可能な市議会を実現します！
政治を変える！

●子どもたちの人口が減り続けて行く危機的な状況
●少子化対策、定住・流入人口の拡大に繋げるため

40年後の将来
人口推計

年少人口割合
（14歳以下）高齢化率

橋本駅・相模原駅
一体として考え

先送りにしてはいけない！

　世代交代可能な
市議会の環境づくりが必要！

「街のチカラは人の力」

緑
区



 全庁体制へ
『早期共用開始』
に舵をきる！

青山に新斎場予定地

※当初計画は令和 6年度供用開始予定を10年以上の遅延が確実だった

［公式HP］

平成18年～令和6年
人口減少率

区割り再編２区制へ
『水源区』創設

　現在の行政区（緑・中央・南）では権限不足！
　総合区を導入し『水源区』を創設。総合区区長を中心に権限
と強い意思を持ち、大胆な改革や県との交渉、具体的な施策
を進める必要があります。

窮地に挑む！ 導入『総合区』

新斎場整備
停止状態を解決

共用開始までしっかりと注視していきます！

SAGAMIHARA
PARTY

二元代表制相模原市議会
（地方自治体の議会）

国政政党に頼らない、
相模原のための政治は
自分たちで！

10年ぶりとなる
『議員定数削減案』を提出!

代表者会議で議員報酬引き上げ案が事実上可決前提で浮上しました。
市民負担増と議会改革後退を懸念して、報酬アップによる総人件費増は
納税者理解が得られないとの判断から、議員定数の削減をもって改革す
る『定数削減条例案』を提出しました。

●『議員報酬アップ案』が事実上可決前提で浮上

●『議員定数削減案』をもって報酬アップ額を
　上回る財政効果を提案

『議員報酬アップ案』＝可決

『議員定数削減案』＝否決

市民負担増と
議会改革後退を懸念

報酬アップによる総人件費増
は納税者理解が得られない

反対したのは、自民党、立憲民主党、公明党、
颯爽の会、無所属議員

自民党、立憲民主党、公明党の提出で可決前
提の議案だった。

反対理由として「話し合う時間がなかった」という意見がありましたが、
これは半年間議論を避け、停滞させてきた経緯と矛盾するものです。

国会は議員内閣制であり、地方議会とは
構造が違います！

待機期間中はドライアイス代として 2万円／日約

党の基本政策など、詳しくは
『地域政党さがみはら』公式
ホームページをご覧ください。

実行！！
政党の公約を

旧城山
増減
なし

旧相模湖

減
30.6%

旧津久井
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旧藤野 
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25%

地域政党
さがみはら

実績！！

●人口減少が進む現状…
●県からの人員や予算が減少する現状…

●地元若手メンバーで結党
●現職市議３名に成長！
●市議会 第２会派を組み是々非々で挑む

斎場の不足により、市民は
1週間から10日程度の待機を強いられる。

高額な周辺自治体の斎場利用が常態化

相模原市内で 6,000円約
愛川町では 9万円
八王子市では 8万円

約
約

火葬費用負担例

火葬需要の逼迫＝市民負担が増大!

ガッツ

ガッツ

水源区

行政改革
で打開

※

緑区支部長 池田タカオ
ガッツで挑み！ガッツあふれる相模原を実現します！！！！！

お気軽にご意見・ご相談ください 日々の活動配信中

党代表 榎本市議の
議会追及で状況一変！！！！！

何度でも定数削減議案を提出して
実現してみせます！

地域政党さがみはら

リビルド２

080‐7434‐0401携帯 i.takao.sagamihara@gmail.com

全国初となる政策で
持続可能な都市を築きます。

ガァ
ァ
ァ
ッ
ッ！！


